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平
成
二
十
二
年
度

　
　
　

全
国
安
全
週
間
説
明
会
を
開
催

六
月
四
日
（
金
）、
日
立
労
働
会
館
に
お

い
て
、
各
企
業
の
安
全
衛
生
管
理
責
任
者
及

び
担
当
者
二
百
五
十
名
が
参
加
さ
れ
、
平
成

二
十
二
年
度
全
国
安
全
週
間
説
明
会
が
、
日

立
労
働
基
準
監
督
署
の
ご
後
援
に
よ
り
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

説
明
会
は
、
舘
野
副
会
長
の
開
会
の
こ
と

ば
か
ら
始
ま
り
、
稲
垣
会
長
よ
り
主
催
者
挨

拶
、
寺
門
署
長
よ
り
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

続
い
て
「
全
国
安
全
週
間
実
施
要
綱
」
等

に
つ
い
て
、
日
立
労
働
基
準
監
督
署
の
東
海

林
第
三
方
面
主
任
監
督
官
よ
り
説
明
を
い
た

だ
き
、
ま
た
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
求
人

申
し
込
み
の
お
願
い
」
に
つ
い
て
、
日
立
公

共
職
業
安
定
所
の
水
野
統
括
職
業
指
導
官
よ

り
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
別
講
演
は
、株
式
会
社
は
と
バ
ス
（
元
）

社
長
の
宮
端
清
次
氏
よ
り
、「
は
と
バ
ス
再

建
か
ら
得
た
教
訓
～
安
全
安
心
の
た
め
の
経

営
戦
略
～
」
と
題
し
た
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
宮
端
氏
は
、
仕
事
か
ら
学
び
取
っ
た

教
訓
と
し
て
、
現
状
維
持
は
破
滅
と
な
る
こ

と
。時
代
や
環
境
の
変
化
に
機
敏
に
対
応
し
、

変
え
る
べ
き
も
の
と
変
え
て
は
い
け
な
い
も

の
を
峻
別
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
は
責
任
追
及
で
は
な
く

原
因
追
究
を
や
る
こ
と
。
部
下
を
育
て
る
た

め
に
は
、
人
格
で
は
な
く
考
え
方
や
行
動
を

し
か
る
こ
と
な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
最
後
ま
で
熱
心
に
聴
講
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

最
後
に
坪
和
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
が

あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

実施要綱等の説明　東海林第三方面主任監督官

平
成
二
十
二
年
度

　

全
国
安
全
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
み
ん
な
で
進
め
よ
う
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

め
ざ
そ
う
職
場
の
安
全
・
安
心
』

特別講演　宮端 清次氏

（�）平成 22年 7月 30日



㈳
日
立
労
働
基
準
協
会　
　
　

会
長　

稲
垣　

直
人

本
年
度
よ
り
、
当
協
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
事
業
場
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
当
協
会
の
運
営
に
際
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
立
労
働
基
準
監
督
署
の
ご
支
援
に
よ
り
、

各
種
事
業
が
順
調
に
実
施
で
き
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
茨
城
県
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
重
点
施
策
と
し
て
、
平
成
二
十
一
年
度
を
初
年

度
と
す
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
普
及
三
ヵ
年
計
画
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
二
年
目

と
な
り
ま
す
。
当
協
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
の
労
働
基
準
行
政
に
沿
っ
た
活
動
を
展
開
す

る
よ
う
努
め
て
お
り
、
今
年
度
は
従
来
よ
り
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
危
険
予
知
訓
練
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
に
替
え
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
担
当
者
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し

た
の
で
、
是
非
、
積
極
的
な
参
加
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
立
労
働
基
準
監
督
署
管
内
に
お
け
る
休
業
四
日
以
上
の
死
傷
災
害
の
発
生
状
況
を
見
て

み
ま
す
と
、
平
成
二
十
一
年
度
は
前
年
度
比
で
四
十
七
件
も
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は

経
済
活
動
の
停
滞
に
よ
る
も
の
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
各
事
業
場
の
地
道
な
安
全
活

動
の
成
果
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
五
年
や
十
年
と
い
っ
た
中
長
期
的
な
視
点
で
は
、
労
働
災
害
の
発
生
状

況
に
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
ず
、
下
げ
止
ま
り
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
か
ら
考
え

ま
す
と
、
安
全
活
動
を
従
来
の
延
長
線
上
で
実
施
致
し
ま
し
て
も
成
果
は
期
待
出
来
な
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
安
全
活
動
が
形
式
的
な
活
動
に
な
っ
て
な
い
か
、
安
全
ス
タ
ッ
フ
だ
け

が
満
足
し
て
い
る
活
動
に
な
っ
て
な
い
か
よ
く
確
認
し
、
実
効
あ
る
活
動
を
展
開
さ
れ
、
多

く
の
事
業
場
で
無
災
害
を
達
成
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
全
衛
生
を
取
り
巻
く
環
境
も
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
会
員
事
業
場
並
び
に
日
立

労
働
基
準
監
督
署
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
当
協
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
少
し
で
も
皆
様

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
事
業
を
運
営
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
事
業
場
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

日
立
労
働
基
準
監
督
署　
　
　

署
長　

寺
門　

行
輝

四
月
一
日
付
け
で
、
日
立
労
働
基
準
監
督
署
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

当
署
は
、
二
十
数
年
前
に
安
全
衛
生
担
当
主
任
と
し
て
勤
務
し
て
以
来
、
二
回
目
の
勤
務

と
な
り
ま
す
。
当
時
は
、
常
磐
自
動
車
道
の
工
事
が
最
盛
期
を
迎
え
て
お
り
、
日
立
北
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
以
北
、
県
境
ま
で
の
切
土
工
事
・
橋
梁
工
事
等
の
現
場
に
度
々
足
を
運

び
ま
し
た
。

当
時
、
管
内
の
休
業
四
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
年
間
五
百
件
近
く
発
生
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
年
間
二
百
件
を
割
る
と
こ
ろ
ま
で
、
大
幅
な
減
少
を
み
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
管
内
の
関
係
労
使
の
方
々
が
、
労
働
災
害
防
止
に
向
け
て
真
摯
に
取
り

組
ん
で
来
ら
れ
た
賜
物
で
あ
り
、
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
県
内
の
景
気
は
、
製
造
業
を
中
心
に
景
況
感
も
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
雇
用

情
勢
は
、
五
月
の
有
効
求
人
倍
率
が
〇
・
四
六
倍
と
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

当
署
の
窓
口
に
も
、
解
雇
や
休
業
手
当
、
時
間
外
労
働
手
当
の
不
払
い
等
の
相
談
が
依
然

と
し
て
少
な
か
ら
ず
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
当
署
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
当
行
政
の
基
本
的
使
命
で
あ

る
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保
や
安
全
衛
生
の
確
保
改
善
に
全
力
で
取
り
組
み
、
安
全
に
か

つ
安
心
し
て
、
活
き
活
き
と
働
け
る
職
場
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
不
幸
に
し
て
被

災
さ
れ
た
方
と
ご
家
族
の
生
活
の
安
定
の
た
め
労
災
保
険
の
迅
速
給
付
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

平成 22年 7月 30日（2）



平成 22 年度 ( 社 ) 日立労働基準協会の定期総会が、5 月
21 日 ( 金 ) ホテル日航日立において開催されました。

磯貝常任理事が議長に選出され、平成 21 年度事業報告・
収支決算報告、平成 22 年度事業計画案・予算案並びに役員
の一部改選案が提案され、審議の上原案通り可決承認されま
した。なお、今回の役員改選で会長が交代になり柴田文弘氏
が退任、稲垣直人氏が就任されました。

当日は、ご来賓として茨城労働局長の植松弘様、日立労働
基準監督署長の寺門行輝様、日立市産業経済部長の豊田泰二
様にご臨席を賜り、ご祝辞をいただきました。

出席者は理事・監事 21 名、会員 39 名、委任状 386 名で
合計 446 名でした。来賓祝辞　植松労働局長

平成 22 年度　定期総会を開催

改　選　役　員　紹　介

日
立
労
働
基
準
監
督
署　

人
事
異
動　

新
任
職
員
紹
介

役　職 氏　名 事 業 所 名 　 　 　 　
会　長 稲垣　　直人 ㈱日立製作所 日立事業所
副会長 舘野　　　博 日立化成工業㈱ 山崎事業所

常任理事 平沼　　一之 日立アプライアンス㈱ 多賀事業所
〃 佐藤　　元彦 ＪＸ日鉱日石金属㈱ 日立事業所
〃 須藤　　一成 ユニマテック㈱

理　事 黒羽　　　稔 東京電力㈱ 日立営業センター
〃 鳥羽田　英夫 ㈱常陽銀行 日立支店
〃 吉田　　照夫 ㈱サンユーストアー 本部
〃 野村　　達也 日本ケミコン ㈱高萩工場

第
二
方
面
主
任
監
督
官　

中
村　

剛

日
立
監
督
署
第
二
方
面
に
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
前
任
地
は
龍
ヶ
崎
監
督
署
で
、

安
全
衛
生
業
務
を
主
に
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。
日
立
監
督
署
第
二
方
面
の
担
当
は
労
働

条
件
で
あ
り
ま
す
。
至
ら
ぬ
面
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
三
方
面
主
任
監
督
官　

東
海
林　

健
史

土
浦
監
督
署
か
ら
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
日
立
監
督
署
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
あ

り
安
全
衛
生
業
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

管
内
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
触
れ
な
が
ら
勤
務
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

大
変
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
よ
り
一
層
の
労
働
災
害
防
止
の
た
め
に
努
め
て
い
く

所
存
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
一
方
面　

労
働
基
準
監
督
官　

藤
井　

靖
弘

今
年
の
四
月
一
日
よ
り
新
任
労
働
基
準
監
督
官
と
し
て
日
立
監
督
署
に
着
任
い
た
し

ま
し
た
。

日
立
監
督
署
が
監
督
官
と
し
て
初
め
て
の
勤
務
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
の
勤
務
が

私
に
と
っ
て
非
常
に
印
象
深
い
も
の
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛

け
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
日
々
業
務
に

励
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

労
災
課
長　

青
木　

豊

古
河
監
督
署
か
ら
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
日
立
監
督
署
へ
の
勤
務
は
初
め
て
で
あ

り
、
毎
朝
、
海
を
眺
め
な
が
ら
の
電
車
通
勤
を
新
鮮
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

労
災
保
険
に
関
す
る
業
務
の
迅
速
・
適
正
な
処
理
に
努
め
、
信
頼
さ
れ
る
監
督
署
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

労
災
課 

補
償
主
任　

猪
狩　

星
湖

茨
城
労
働
局
労
災
補
償
課
か
ら
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
監
督
署
勤
務
は
三
署
目
に

な
り
ま
す
。
日
立
監
督
署
の
勤
務
は
初
め
て
で
あ
り
、
新
鮮
な
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。至

ら
ぬ
点
が
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
日
々
の
業
務
に
励
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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五
月
二
十
一
日
（
金
）
ホ
テ
ル
日
航
日

立
に
お
い
て
、
㈳
日
立
労
働
基
準
協
会
長

に
よ
る
平
成
二
十
二
年
度
優
良
従
業
員
表

彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
事
業
場
よ
り
推
薦
を
い
た
だ
い
た

七
十
三
名
の
優
良
従
業
員
に
対
し
、
表
彰

状
と
記
念
品
が
手
交
さ
れ
、
ご
来
賓
の
寺

門
日
立
労
働
基
準
監
督
署
長
よ
り
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
、（
株
）
日

本
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
国
分
事
業
所

の
菊
池
豊
一
氏
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

表
彰
式
は
滞
り
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

式
後
受
賞
を
記
念
し
て
集
合
写
真
の
撮

影
が
あ
り
、
写
真
は
後
日
受
賞
者
に
送
付

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

平
成
二
十
二
年
度

　

優
良
従
業
員
表
彰
式
を
挙
行

氏　　　名 事　　業　　場 氏　　　名 事　　業　　場

菊池　豊一 ㈱日本ＡＥパワーシステムズ国分事業所 村井　清孝 日立電線ファインテック㈱

田所　典之 日立地区通運㈱ 小沼　　進 ㈱新和製作所

石井　　勉 日立土木㈱ 木村　保雄 ㈱高萩サービスセンター

寺門　俊男 黒川建設㈱ 平井　正己 日立製線㈱

松本　克廣 ＮＯＫクリューバー㈱ 伊藤　勝則 日立電線商事㈱茨城支社

川野辺　孝 日立化成工業㈱山崎事業所 小林　　均 ㈱日立ライフ

白鳥　進一 ㈱亀屋工業所 木幡　和男 ㈱大友製作所

大熊　健一 ㈱環境科学研究所 原　　昭次 東京発電㈱茨城事業所

神永　賢治 日曹ファインケミカル㈱磯原工場 赤津　和行 東京電力㈱日立営業センター

飛田　好道 ㈱沢畠製作所 仙波由美子 アステラスファーマケミカルズ㈱

宇野　真一 茨城電機工業㈱ 石川　英敏 ユニマテック㈱

和田　松夫 泉商事㈱第一工場 太田　　茂 日本ケミコン㈱高萩工場

内田　　茂 ㈱友工社 梅原　達雄 日立多賀テクノロジー㈱

鈴木　善明 ＡＥ機器エンジニアリング㈱ 石川　誠治 日立原町電子工業㈱

吉成　敏雄 常陽電機工業㈱ 鈴木　安芳 ㈱日立茨城テクニカルサービス

佐川　幸夫 ㈱小澤鐵工所 萩谷　　保 ㈱日立茨城テクニカルサービス

宮田　正人 鈴縫工業㈱ 小川ひとみ ㈱武蔵野化学研究所磯原工場

根本　　信 ㈱秋山工務店 大高　　勇 ㈱小林製作所

津根　　豊 ㈱秋山工務店 沼田　芳孝 ㈱アイメタルテクノロジー北茨城素形材工場

仲村　忠夫 ㈱茨城サービスエンジニアリング 枝川　　彰 日立電線㈱電線工場

臼井　　豊 高萩大建工業㈱ 永山　泉緑 日立電線㈱日高工場

藤田　真義 ㈱岡部工務店 岡部　公夫 日立電線㈱日高工場

田巻　栄一 ㈱日立製作所日立事業所 御代　眞吾 ㈱ハイペック

樫村　正光 ㈱日立製作所日立事業所 鈴木　　靖 ㈱日昌製作所

久保木安男 ㈱日立製作所日立事業所 古茂田朋克 ㈱コーヨー

安島　政弘 ㈱日立製作所日立事業所 渡邊　　滋 ㈱日立工業所

須藤　義明 ㈱ユーメック 竹内　雅昭 ＳＭＫ㈱ひたち事業所

井瀬　譲児 ㈱ジーエス茨城製作所 助川　武行 日立アプライアンス㈱多賀事業所

中村　英明 ビーエフ工業㈱磯原工場 小祝　則親 日立アプライアンス㈱多賀事業所

家田　忠和 新宇佐美鉄工㈱ 栗原四男寿 ㈱日立製作所情報制御システム社

石　　信子 日本醸造工業㈱ 鈴木　信広 ㈱日立製作所情報制御システム社

平野貢一郎 ㈱大村工業所 綱川　市朗 ㈱日立製作所情報制御システム社

菊地　　稔 ＪＸ日鉱日石金属㈱日立事業所 伊藤　博之 ＪＸ日鉱日石金属㈱磯原工場

高林　利光 ＪＸ日鉱日石金属㈱日立事業所 渡邊　昭勝 日立電設工事㈱

須中　公夫 ㈱照栄製作所 後藤　　真 マックスファスニングシステムズ㈱

大久保とし子 森六プレシジョン㈱ 神代　孝博 日立設備エンジニアリング㈱

奈良　康夫 丸善電機工業㈱

受賞者紹介

受賞者代表　謝辞

平成 22年 7月 30日（�）



日立労働基準監督署からのお知らせ

平成２２年 前年同期 増 減

食 料 品 製 造 業 3 4 －１ ・ 事故の型別災害発生の割合

平成２２年上半期における管内の労働災害発生状況（速報）

食 料 品 製 造 業 3 4 －１ 　　・ 事故の型別災害発生の割合
繊 維 工 業

衣類その他の繊維製品製造業

木 材 ・ 木 製 品 製 造 業 1 1
家 具 ・ 装 備 品 製 造 業

パ ル プ ・ 紙 ・ 紙 加 工 品 製 造 業 2 ＋２

印 刷 製 本 業製
崩壊 倒壊

墜落・転落

4%

激突され

4%

高温･低温の物

との接触

4%

〈製造業〉

はさまれ・

飛来・落下

14%

〈建設業〉

印 刷 ・ 製 本 業

化 学 工 業 2 5 －３

窯 業 ・ 土 石 製 品 製 造 業 1 2 －１

鉄 鋼 業 1 ＋1

非 鉄 金 属 製 造 業 4 1 ＋３

金 属 製 品 製 造 業 6 4 ＋２

1

製
　
　
　
造
　
　
　
業

はさまれ・

巻き込まれ

44%

転倒

13%

飛来・落下

13%

動作の反動・無

理な動作

9%

崩壊・倒壊

9%

墜落・転落

4%

激突され

4%

高温･低温の物

との接触

4%

墜落・転落

43%

転倒

29%

はさまれ・

巻き込ま

れ

14%

飛来・落下

14%

一 般 機 械 器 具 製 造 業 1 －１

電 気 機 械 器 具 製 造 業 2 5 －３

輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 1 3 －２

電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

そ の 他 の 製 造 業 1 －１

計小 23 27 －４

激突され

〈運輸交通業〉

はさまれ・

巻き込まれ

44%

転倒

13%

飛来・落下

13%

動作の反動・無

理な動作

9%

崩壊・倒壊

9%

墜落・転落

4%

激突され

4%

高温･低温の物

との接触

4%

墜落・転落

43%

転倒

29%

はさまれ・

巻き込ま

れ

14%

飛来・落下

14%

崩壊・倒壊

動作の反

動・無理な

動作

8%

崩壊・倒壊

4%

〈その他の業種〉

7 11 －４

6 9 －３

2 ＋２

1 ＋１

鉱 業

建 設 業

運 輸 交 通 業

貨 物 取 扱 業

農 業

林 業

墜落・転落

33%

動作の反動・

無理な動作

33%

交通事故

17%

激突され

17%

はさまれ・

巻き込まれ

44%

転倒

13%

飛来・落下

13%

動作の反動・無

理な動作

9%

崩壊・倒壊

9%

墜落・転落

4%

激突され

4%

高温･低温の物

との接触

4%

墜落・転落

43%

転倒

29%

はさまれ・

巻き込ま

れ

14%

飛来・落下

14%

①
転倒

31%

はさまれ・

巻き込ま

れ

15%
交通事故

15%

激突

11%

墜落・転落

8%

崩壊・倒壊

8%

動作の反

動・無理な

動作

8%

崩壊・倒壊

4%

1 －１

1 ＋１

8 4 ＋４

2 3 －１ 　・ 負傷の程度通 信 業

教 育 ・ 研 究 業

畜 産 業

水 産 業

商 業

金 融 広 告 業

墜落・転落

33%

動作の反動・

無理な動作

33%

交通事故

17%

激突され

17%

はさまれ・

巻き込まれ

44%

転倒

13%

飛来・落下

13%

動作の反動・無

理な動作

9%

崩壊・倒壊

9%

墜落・転落

4%

激突され

4%

高温･低温の物

との接触

4%

墜落・転落

43%

転倒

29%

はさまれ・

巻き込ま

れ

14%

飛来・落下

14%

②

①
転倒

31%

はさまれ・

巻き込ま

れ

15%
交通事故

15%

激突

11%

墜落・転落

8%

崩壊・倒壊

8%

動作の反

動・無理な

動作

8%

崩壊・倒壊

4%

死亡

5 6 －１

3 3

3 4 －１

1 3 －２

62 71 －９合　　　　　　　　　　計

保 健 衛 生 業

接 客 娯 楽 業

清 掃 ・ と 畜 業

そ の 他 の 事 業

1月から6月末までの平成22年災害発生件数（休業4日以上）

墜落・転落

33%

動作の反動・

無理な動作

33%

交通事故

17%

激突され

17%

はさまれ・

巻き込まれ

44%

転倒

13%

飛来・落下

13%

動作の反動・無

理な動作

9%

崩壊・倒壊

9%

墜落・転落

4%

激突され

4%

高温･低温の物

との接触

4%

墜落・転落

43%

転倒

29%

はさまれ・

巻き込ま

れ

14%

飛来・落下

14%

②

①

①③

①

転倒

31%

はさまれ・

巻き込ま

れ

15%
交通事故

15%

激突

11%

墜落・転落

8%

崩壊・倒壊

8%

動作の反

動・無理な

動作

8%

崩壊・倒壊

4%

死亡

4.8%

3ヶ月以上

14.5%

1ヶ月以上

3ヶ月未満

1ヶ月未満

32.3%

平成２２年発生 死亡災害事例

1月から6月末までの平成22年災害発生件数（休業4日以上）
（7月10日現在）○は死亡で内数

墜落・転落

33%

動作の反動・

無理な動作

33%

交通事故

17%

激突され

17%

はさまれ・

巻き込まれ

44%

転倒

13%

飛来・落下

13%

9%

4% 4%

墜落・転落

43%

転倒

29%

はさまれ・

巻き込ま

れ

14%

飛来・落下

14%

②

①

①③

①

転倒

31%

はさまれ・

巻き込まれ

15%交通事故

15%

激突

11%

墜落・転落

8%

崩壊・倒壊

8%

動作の反

動・無理な

動作

8%

崩壊・倒壊

4%

4.8%

3ヶ月以上

14.5%

1ヶ月以上

3ヶ月未満

48.4%

1ヶ月未満

32.3%

接客娯楽業

事業の種類

　修繕塗装用足場を設置したまま遊具施設（ジェットコースター）
の試運転をしたところ、搭乗していた被災者が足場部材に激
突した。施設管理

40歳代

激突

災　害　の　概　要
職　　種
年　　齢

事故の型

起因物

商　　　　業

　原付バイクで集金先に向かう途中、片側一車線の国道上の
センターライン付近で右折のため対向車線の車の通過を待っ
ていたところ、後方から走行してきたトラックに激突された。
　さらにバイクは対向車線に押し出され、反対車線を走行して
きた自動車にも激突された。

足場

新聞配達員
50歳代

交通事故（道路）

トラック

　朝刊配達のため原付バイクにて走行中、路面が凍結してい
たためスリップし電柱に激突した。

商　　　　業

きた自動車にも激突された。

新聞配達員
40歳代

交通事故（道路）

乗用車・バス・バイク

トラック

（�）平成 22年 7月 30日
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ハローワークからのお知らせ

（7）平成 22年 7月 30日



平成 22 年度 事業計画（９月以降の協会行事等）

月 行　　事 場　　所　・　他
9 月 日立地区安全衛生大会   （10 日） 日立労働会館

11 月 労働条件実務講習会（監督署共催） 日時・場所　後報

11 月 安全衛生研修会
（工場見学・特別講演他） （19 日） 詳細　後報

1 月 第 2 回役員会  （28 日） ホテル天地閣
 1 月 日立労基協だより第 22 号発行

そ　の　他　の　行　事
 9 月 免許（学科）出張試験 （5 日） 水戸 茨城大学

10 月 茨城県産業安全衛生大会 （5 日） ホテルレイクビュー水戸
10 月 全国産業安全衛生大会 （6 日～ 8 日） 開催地　福岡市

今後の講習・教育等開催案内（８月以降）

　 種　　　　別 開　　　催　　　日

技 

能 

講 

習

玉掛け 8/26 ～ 28　9/30 ～ 10/2　12/9 ～ 11　2/3 ～ 5
特定化学物質及び四アルキル鉛等作
業主任者 9/15 ～ 16　12/7 ～ 8 

有機溶剤作業主任者 8/24 ～ 25　11/10 ～ 11　2/16 ～ 17
酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者 10/26 ～ 29　2/22 ～ 25
ガス溶接 9/24 ～ 25　2/18 ～ 19
フォークリフト運転 ( 学科 ) 9/2　11/5　1/13　

特 

別 

教 

育

アーク溶接 11/12 ～ 13
クレーン運転 10/22 ～ 23
研削といし ( 自由研削 ) 1/22
研削といし ( 機械研削 ) 3/11 ～ 12
プレス・シャー 12/3 ～ 4
電気 ( 低圧 ) 取扱業務 9/17 ～ 18

講習会 職長教育 9/28 ～ 29　11/16 ～ 17　1/18 ～ 19　3/2 ～ 3

日立労働基準監督署の窓口案内

※１．学科の会場は原則として日立商工会議所会館です。
　２．開催日は講師及び会場の都合等により変更になることもありますので、各種別毎の
　　　開催案内にてご確認下さい。

第 一 方 面

第 二 方 面

総合労働相談コーナー

就業規則届、寄宿舎規則届の受付

適用事業報告、時間外・休日労働協定届の受付

賃金、労働時間、解雇等の申告相談

最低賃金、家内労働関係の相談　その他一般労働条件の相談

第 三 方 面
建設工事計画届、機械等設置届の受付　労働者死傷病報告の受付

ボイラー、クレーン等設置届の受付　その他安全衛生関係の相談

労 災 課
労災保険補償給付請求書の受付

労働保険の加入手続き、申告書等の受付　その他労災補償関係の相談

業 務 課 庶務、会計、賃金統計調査、その他

平成 22年 7月 30日（�）


